
 
 
  
 

 

 
 
学校経営から学ぶ 

学校の教育目標「主体的に

学び、人とのつながりを大切

にする子どもの育成」を達成

するために、めざす児童像を

「３つの資質・能力」との関

係を明確にして、右の図のよ

うに、学校、家庭、地域の役

割を定め実践をしています。   

特に教職員は「学び」「ここ

ろ」の各３つ、計６つのプロ

ジェクト部会を中心に、毎月

学年ごとに進行管理を行うことで、子どもの実態に応じた取り組みが行われています。 

今後は、育成を目指す資質・能力である「主体性」「人間関係力」について、実践を行いな

がらより焦点化されることで、それぞれのプロジェクトチームとの横の連携や、カリキュラ

ム・マネジメントが行いやすくなり、より効果的な組織となると思いました。 

授業から学ぶ 
５年体育では、課題である「どんな工夫は必要

か」に対して、江良教諭が一人一人の考えを聴き

ながら、構造的に板書にまとめる姿は見事でし

た。また、井堀先生の子どもに寄り添う時と全体

を俯瞰して見る時の立ち位置と指示がいいです

ね。５年外国語は全員が参加できる工夫と服平先

生と ALT との役割分担が見事でした。２年国語

の授業は、短時間の中にも、各学び部会のキーワ

ードが見事に実現されていました。教師の言いた

いことを、子ども達の姿

から示しているので、他

の子どもも真似がしや

すい明確な指示となっ

ています。松本教諭の

「美点凝視」の視点と、

子どもを信じ、子どもに

手柄を取らせる授業に

私も大いに学びました。 
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